回帰テスト
・回帰テストとは
ホワイトボックステストとブラックボックステストの両方で実施する基本的なテスト手法。共通することは両方以前のテストを再利用することである。

・バグを見つけて修正した後、当該バグを検出したテストデータを再実行する。修正箇所を確認するため、基本テストにテスト項目を追加する事もあるが、これも回帰テストの一部である。
プロジェクトの中には、顧客がレポートした全てのバグの回帰テストを実施しているところもあり。プログラムは、何をいつどのように変更しても、以前の全ての修正を再テストしなければならない。これは、プログラム修正の不確実性を反映したものである。プログラムを変更する場合、バグ修正をよほどしっかりドキュメント化していない限り、以前修正した部分のコードが正しくないように思え、余計なことをして昔のバグを復活させることもある。特に、経験の浅いプログラマは危ない。
・同じようにバグを修正し、テストするが、変更が他の機能に悪影響を与えていないことを確認するため、標準テストを実行する事もある。この標準テストも回帰テストと呼ぶ。このテストツールは、プログラム全体の保全性を検証するものであり、正しく修正できたかどうかを確認するためのものではない。
[bookmark: _GoBack]インクリメンタルテストの最中に作ったスタブやドライバは、回帰テストを自動化する場合に役に立つ。あるいは自動操作ツールを使ったブラックボックステストで、自動回帰テストを作る事も可能である。
